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神

戸

和

麿

一

『
教
行
信
証
』
の
な
か
に

「魔
」
に
つ
い
て
よ
く
魔
波
旬
、
魔
行
、

魔
軍
、

四
魔
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
仏
道
と
は
も
と
も
と
魔

と
の
戦

い
で
あ
り
、
魔
の
降
伏
に
仏
陀
正
覚
の

一
念
は
あ
る
。
そ
の
こ

と
は

『
大
経
』
に
、

大
光
明
を
奮
ひ
、
魔
を
し
て
之
を
知
ら
し
む
、
魔
官
属
を
率
い
来
り
逼
め
試

む
。
制
す
る
に
智
力
を
以
て
し
て
皆
降
伏
せ
し
む
。

光
明
普
く
無
量
仏
土
を
照
ら
し
一
切
世
界
之
種
に
震
動
す
、
総
じ
て
魔
界
を

摂
し
て
魔
の
宮
殿
を
動
か
す
、
衆
魔
憎
怖
し
帰
伏
せ
ざ
る
は
莫
し
。

と
、
そ
こ
に
は
仏
陀
の
浬
繋
界

(光
明
)
と
地
上
の
無
明
界

(魔
)
の
質

的
対
極
を
あ
ら
わ
し
つ
つ
、
仏
陀
の
正
覚
は
、

つ
い
に
そ
の
魔
が
降
伏

し
た
決
定
的
な
勝
利
か
ら
は
じ
ま
つ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
仏
道

の
真
理
性
は
魔
が
克
服
さ
れ
た
勝
利
の
事
実
か
ら
の
展
開
と
い
え
る
。

そ
の
点

は

『
仏
本
行
集
経
』
に
お
い
て
詳
し
く
示
さ
れ
て
い
る
。

二

仏
と
魔
-
、

い
ま
仏
陀
の
正
覚
が
光
明
と
し
て
魔
の
降
伏
を
あ
ら

わ
す
と
き
、
そ
こ
に
は
私
た
ち
の
歴
史
、
時
間

の
地
平
を
唯

一
に

<魔

波
旬
>
と
照
破
す
る
、
超
越
的
基
点
か
ら
の
否
定
の
力
が
真
理

へ
の
意

志
、
行
と
し
て
あ
る
。
法
然
は
そ
の
仏
道
の
行
に
つ
い
て
、
「
お
よ
そ

仏
教
多
し
と
い
え
ど
も
、
詮
ず
る
と
こ
ろ
戒
定

慧

の
三
学
を

ば
す
ぎ

ず
。

い
わ
ゆ
る
小
乗
の
戒
定
慧
、
大
乗
の
戒
定
慧
、
顕
教
の
戒
定
慧
、

密
教
の
戒
定
慧
な
り
。
し
か
る
に
わ
が
身
は
戒
行
に
お
い
て

一
戒
も
た

も
た
ず
。
禅
定
に
お
い
て

一
を
も
こ
れ
を
得
ず
。
智
慧
に
お
い
て
断
惑

証
果
の
正
智
を
得
ず
」
(『和
語
燈
録
巻
五
』
)
と
、
端
的
に
そ
の
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
三
学
と
は
戒
を
保

つ
こ
と
に
お

い
て
三
昧
に
入
り
、
四

諦
、
縁
起
の
観
を
究
め
、
迷
い
(
生
死
)
か
ら
悟
り

(浬
繋
)
に
到
る
実
践

(行
的
智
)
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
は

<生
死
>
の
時
間
的
、
歴
史
的

生
と
、
生
死
を
超
え
た

<浬
藥
>
の
超
時
間
的
、
超
歴
史
的
世
界
の
関

係
が
戒
定
慧
に
お
い
て
区
別
即
統

一
的
に
保
た
れ
て
い
た
の
で
あ
る
ゆ

だ
が
、
仏
陀
な
き
後
、
戒
定
慧
の
仏
道
の
中

心
点
が
失
わ
れ
る
と

き
、
も
は
や
戒
は
真
理

(超
越
界
)
と
し
て
地
上
を
照
射

し
否
定
す
る
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真
理
自
体
を
映
す
働
き
を
失
い
、
い
つ
の
間
に
か
人
間
を
掬
東
す
る
厳

格
主
義

の
律
法
と
な
り
、
ま
た
定
と
慧
は
観
念
的
な
言
語
の
事
柄
に
な

つ
て
し
ま
つ
た
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
正
法
時
、
仏
陀
に
よ
る
戒

定
慧
の
身
証
が
あ

つ
た
と
き
は
、
そ
の
こ
と
自
体
が
真
理
の
証
し
に
ほ

か
な
ら
な
か
つ
た
。
だ
が
仏
陀
な
き
後
に
お
い
て
は
、
戒
、
定
は
慧
に

到
る
方
法
、
慧
は
戒
、
定
に
よ
つ
て
到

つ
た
目
的
と
し
て
、
そ
の
関
係

は
も
と
も
と

一
つ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
両
極
に
切
り
離
れ
て
し
ま

つ
た
。

い
い
換
え
れ
ば
、
戒
は
戒
を
修
す
る
た
め
に
、

い
か
に
修
す
る

か
と
そ

の
こ
と
の
み
に
自
己
目
的
化
し
て
し
ま
い
、
も
は
や
仏
道

へ
の

通
路
で
は
な
く
、
か
え
つ
て
仏
道
を
塞
ぐ
も
の
に
な
つ
て
し
ま

つ
た
と

い
え
る
。

つ
ま
り
持
戒
、
破
戒
、
無
戒
の
行
為
形
式
の
み
に
固
執
し
、

「
浬
繋
印
の
為
に
印
せ
ら
」
(『
末
法
灯
明
記
』
)
れ
て
あ

る
真

理

(ダ
ル

(
1
)

マ
)
と
歴
史
の
原
関
係
を
見
失

つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

キ
ェ
ル
ケ
ー
ゴ
ル
が

『
キ
リ
ス
ト
教
の
修
練
』
の
な
か
で
、
教
会
の

頽
廃
を
問
題
に
し
つ
つ
、
<道
の
意
味
で
の
真
理
>
と

<結
果

の
意
味

で
の
真
理
>
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
が
、

い
ま
仏
教
に
お
い

て
も
仏
陀
な
き
後
、

仏
道
は

<道
の
意
味
で
の
真
理
>
で
は
な
く
、
<結

果
の
意
味
で
の
真
理
>
に
固
定
化
し
、
ド
グ

マ
化
さ
れ
て
き
た
と
い
え

る
。
そ
の
固
定
化
さ
れ
て
き
た
仏
道
は
、
正
像
末
の
時
間
に
お
い
て
、

そ
こ
に
自
己
の
現
存
在
す
る
時
機
を
問
い
、
新
た
な
真
理
の
地
平
を
開

い
て
く
る
。
『末
法
灯
明
記
』
(「化
身
土
巻
」
本
)
で
は

将
来
末
世
の
名
字
の
比
丘
を
世
の
導
師
と
為
す
。
若
し
正
法
の
時
の
制
文
を

以
て
末
法
の
世
の
名
字
の
僧
を
制
せ
ば
、
教
と
機
と
椙
乖
き
、
人
と
法
と
合

せ
ず
。

と
い
い
、
次
に

『
四
分
律
』
を
引
用
し
て
、
「非
制
を
制

せ
る
者

は
、

是
れ
則
ち
三
明
を
断
ず
、
記
説
す
る
所
是
れ
罪
有
り
」
と
、

こ
こ
に
は

ま
さ
に
戒
が
戒
の
た
め
に
自
己
目
的
化
さ
れ
、

本
来

の
仏
道

の
生
命

(
三
明
)
を
断
ず
る
も
の
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
、
形
骸
化
し
た
仏
教

へ

の
批
判
と
告
発
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
『
末
法
灯
明
記
』
の
な
か
で
、
仏
道
実
践
の
戒
慧
を
失

つ

た
像
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

次
の
像
法
千
年
の
中
、
初
の
五
百
年
に
は
、
持
戒
漸
く
減
じ
破
戒
漸
く
増
さ

ん
。
戒
行
有
り
と
錐
も
、
証
果
無
し
。
故
に

『浬
繋
』
の
七
に
云
は
く
迦
葉

菩
薩
仏
に
白
し
て
言
さ
く
、
世
尊
、
仏
の
所
説
の
如
き
は
、
四
種
の
魔
有

り
、
若
し
魔
の
所
説
及
び
仏
の
所
説
、
我
当
に
云
何
し
て
か
分
別
す
る
こ
と

を
得
べ
き
。
諸
の
衆
生
有
り
て
魔
行
に
随
逐
す
、
復
仏
説
に
随
順
す
る
者
あ

り
、
是
の
如
き
等
の
輩
復
云
何
が
知
ら
ん
と
、
仏
迦
葉
に
告
げ
た
ま
は
く
、

我
浬
繋
し
て
七
百
歳
の
後
に
、
是
れ
魔
波
旬
漸
く
起
り
、
当
に
我
之
正
法
を

沮
壊
す
べ
し
。

こ
こ
に
正
法
時
の
戒
定
慧
の
実
践
、
真
理

へ
の
意
志

と
行

に
よ

っ

て
、
地
上
に
厳
存
し
た
否
定
の

一
点
が
何
で
あ

つ
た
か
を
知
る
。
そ
れ

は
わ
れ
わ
れ
の
歴
史
、
時
間
の
地
平
を

<魔
波
旬
>
と
照
破
す
る
超
越

的
基
点
か
ら
の
働
き
、
人
間
の
努
力
と
か
行
為

に
よ
つ
て
所
有
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
真
理
の
光
、
否
定
の
一
点
で
あ

る
。
(魔
波
旬

m
arapap
i-

『
教
行
信
証
』

に
あ
ら
わ
れ
た

「
魔
」

の
意
味
 
(
神

戸
)
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七
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m
a
n
t
.
 m
ar
a

は

悪

魔
-
、

m
a
r
eti
(
殺

す
)

の
名

詞

化

せ

ら

れ

た

も

の

で

あ

り
、
殺

者

・
奪

命

・
能

奪

者

と

も
訳

さ

れ

る
。

p
ap
im
a
n
t
は
波

旬

-

p
a
p
a

(2
)

(
悪
き
)
の
名
詞
で
あ
つ
て
悪
を
行
な
う
者
の
義
で
あ
る
。)

三

そ
の

「化
身
土
巻
」
本
の

『
末
法
灯
明
記
』
引
意
の
課
題
、

そ
れ
は

「化
身
土
巻
」
末
の
最
初
に
、

夫
れ
諸
の
修
多
羅
に
拠
り
て
真
偽
を
勘
決
し
、
外
教
邪
偽
の
異
執
を
教
誠
せ

ば
、『浬

架
経
』
に
言
は
く
、
仏
に
帰
依
せ
ぱ
、
終
に
更
其
余
の
諸
天
神
に
帰
依

せ
ざ
れ
と
。

『般
舟
三
昧
経
』
に
言
は
く
…
…

『大
乗
大
方
等
日
蔵
経
』
巻
八

「魔
王
波
旬
星
宿
品
」
第
八
六
二
に
言
は
く

と
、
こ
こ
に
修
多
羅

(覚
者
の
言
教
)
に
よ
る
真
偽
の
勘
決
を
も

つ
て
、

仏
に
帰
依
す
る
こ
と
が
魔
の
降
伏
に
あ
る
内
容
を
、
「
諸
天
神
に
帰
依

せ
ざ
れ
」
、
「
鬼
神
を
祠
る
こ
と
得
ざ
れ
」
「吉
良
日
を
視
る

こ
と
得
ざ

れ
」
と
、
こ
こ
で
は
仏
と
魔
と
が
対
極
性
に
お
い
て
、
修
多
羅
に
よ
る

真
偽
の
勘
決
が
な
さ
れ
て
い
る
点
に
留
意
さ
れ
る
。

「
化
身
土
巻
」
末
の

『
大
集
経
』
の
引
意
、
そ
れ
は

『
日
蔵
経
』
の

「星
宿
品
」
と

『
月
蔵
経
』
の

「
諸
天
護
持
品
」
に
中
心
お
き
、
諸
天

と
そ
れ
に
統
率
さ
れ
た
鬼
神
と
日
月
星
宿
の
人
界
護
持
が
示
さ
れ
て
く

る
。
そ

の
梵
天
の
世
界
は
六
欲
天
を
も
つ
て
構
成
さ
れ
、

一
番
う
え
に

四
大
王

(四
天
王
)
と
そ
の
身
内
が
住
ん
で
い
る
。
四
大
王
と
は
東
方
の

持
国
天
、
南
方
の
増
長
天
、
西
方
の
広
目
天
、
北
方
の
多
聞
天

(毘
沙

門
天
)
で
あ
る
。
『
大
集
経
』
に
よ
れ
ば
、
四
王
天
は
須
弥
山

の
四
洲

(東
弗
波
提
、
南
閻
浮
提
、
西
撰
陀
尼
、
北
欝
単
越
)
を
護
持
す
る
。
第
二

の
欲
天
は
切
利
天
で
須
弥
山
の
頂
上
の
三
十
三
天
の
住
み
か
で
あ
る
。

こ
の
天
は
四
方
に
八
都
城
が
あ
り
、
中
央
に
殊

勝
殿

の

一
都
城
が
あ

り
、

こ
の
四
大
王
天
と
三
十
三
天
の
世
界
は
、

い
わ
ば
地
上
に
住
む
地

居
天
で
あ
る
。
次
に
空
中
に
住
む
空
居
天
が
四
天
あ
り
、
そ
れ
は
夜
摩

天
、
兜
率
天
、
化
楽
天
、
他
化
自
在
天
で
あ
る
。
さ
ら
に
六
欲
天
の
上

に
四
禅

(初
禅
、
二
禅
、
三
禅
、
四
禅
)
、
四
無
色
定
、
定
無
辺
処
定
、
識

無
辺
処
定
、
無
所
有
処
定
、
非
想
非
非
想
処
定

の
八
天
に
お
い
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
梵
天
の
宇
宙
構
成
は
私
た
ち
の
生
が
無

に
投
げ
だ
さ
れ
て
あ
る

虚
無
性
、
い
わ
ゆ
る
混
沌
と
崩
壊
と
闇
黒
に
あ
る
浮
動
的
、
無
定
形
の

カ
オ
ス
状
態
に
あ
る
こ
と
で
き
ず
、

一
つ
の
固

定
点
を
も

つ
た

コ
ス
モ

ス

(宇
宙
)
の
有
機
的
構
造
を
も

つ
存
在
論
的

中
心
に
た
つ
世
界
観

で

あ
る
。
そ
こ
に
は
天
上
の
善
趣

へ
の
方
向
と
下

へ
引
く
悪
趣

へ
の
方
向

(3
)

に
お
い
て
あ
る
。
い
ま
、
魔
と
は
私
た
ち
を
悪
趣

へ
引
く
と
こ
ろ
の
働

き
と
い
え
よ
う
。
『
教
行
信
証
』
の
な
か
で
最

も
よ
く

「
魔
」
の
意

味

を
あ
ら
わ
す
引
用
と
し
て
、

魔
は
即
ち
悪
道
の
所
収
な
り

(「化
身
土
巻
」
末
)
、魔
は
煩
悩
に
よ
り
て
菩

提
を
妨
く
、
鬼
は
病
悪
を
起
こ
し
命
根
を
奪
ふ
。
(前
伺
)
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と
い
わ
れ
て
い
る
。

い
ま
、
そ
の
魔
の
決
定
的
な
克
服
こ
そ
、
「仏
に
帰
依
す
る
」
と

い

う
、
「化
身
土
巻
」
末
の
は
じ
め
の

『
浬
繋
経
』
の
引
証
で
あ
り
、
さ

ら
に
は
、
天
台
の

『
法
界
次
第
』
に
よ
つ
て
、

一
に
は
仏
に
帰
依
す
、
『
経
』

に
云
は
く
、

仏
に
帰
依

せ
ん

者

は

終
に
更

へ

て
其

の
余

の
諸

の
天
神
に
帰
依

せ
ざ
れ
と
、

又

云
く
、

仏

に

帰
依

せ

ん

者

は
、
終
に
悪
趣
に
堕
せ
ず
、

と
確
認

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
、
先
の

『
大
集
経
』
の
所
引
に
か
え
て

み
る
と
、
『
日
蔵
経
』
の

「
念
仏
三
昧
品
」
と

「
護
塔
品
」
、
お
よ
び

『
月
蔵
経
』
の

「諸
魔
得
敬
品
」
等
に
は
、
諸
天
の
仏
法
に
対
す
る
護

持
と
諸
魔
の
仏
法
に
対
す
る
無
障
擬
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
「護

塔

品
」
で
は
、

時
に
魔
波
旬
、
大
歓
喜
を
生
じ
、
清
浄
心
を
発
し
て
、
重
ね
て
仏
前
に
於
て

接
足
頂
礼
し
…
…
世
尊
を
謄
仰
し
た
て
ま
つ
り
て
、
心
に
厭
足
無
し
。

と
、
魔
波
旬
の
大
歓
喜
を
も
つ
て
、

つ
い
に
真
理
の
威
力
に
屈
し
た
歓

喜
の
世
界
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
「
諸
魔
得
敬
品
」
で
は

四
天
を
帝
釈

・
梵
天
王
に
属
し
て
、
護
持
養
育
せ
し
め
、
三
宝
種
を
熾
然
な

ら
し
め
、
三
精
気

(地
の
精
気
、
衆
生
の
精
気
、
正
法
の
精
気
)
を
増
長
せ

し
め
た
ま
ひ
き
…
…
我
五
濁
世
に
出
で
て
、
諸
魔
怨
を
降
伏
し
、
大
集
会
を

作
し
て
仏
の
正
法
を
顕
現
す
と
。

か
よ
う

に
、
梵
天
の
宇
宙
構
成
は
、
浮
動
的
、
無
定
形
の
カ
オ
ス
状

態
に
あ
る

こ
と
で
き
ず
、

一
つ
の
絶
対
の
固
定
点
を
求
め
た

コ
ス
モ
ス

(宇
宙
)
の
有
機
的
世
界
で
あ
る
。
だ
が
、
い
か
に
絶
対
の
秩
序
あ
る

コ
ス
モ
ス
の
世
界
を
求
め
願

つ
て
も
、
私
た
ち

の
生
の
謎
は
見
通
し
が

た
い
暗
闇
に
包
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
存
在
の
虚
無
が
完
全
に
越
え
ら
れ

た
、

つ
ま
り
暗
闇
が
光
と
な
つ
た
、
私
た
ち
の
人
類
に
真
に
帰
依
す
る

も
の
が
見
開
か
れ
た

一
点
に
仏
陀
出
現

の
意
味

が
あ
る
。
「時

に
魔
波

旬
、
大
歓
喜
を
生
」
ず
る
、
そ
れ
は
、
「無
明

の
大
夜
を
あ
は
れ
み
て
、

法
身
の
光
輪
き
は
も
な
く
、
無
碍
光
仏
と
し
め
し
て
ぞ
、
安
養
界
に
影

現
す
る
」
(弥
陀
和
讃
)
、
と
い
う
、
無
明
の
大
夜
の
歴
史

に
安
養
界
が

開
示
さ
れ
た
、
そ
こ
に
の
み
仏
陀
出
現
の
意
味

が
あ
り
、

そ
の
仏
に
帰

依
す
る
念
仏
の
道
は
、
私
た
ち
人
類

の
カ
オ
ス
の
暗
闇
を
破
つ
た
、
光

か
ら
は
じ
ま
る
仏
道
の
展
開
に
あ
る
。
(
詳
し
く
は

『
同
朋
仏
教
』
第
9
・

10
合
併
号
に
記
し
た
。)

1

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
著
作
集
17

『
キ
リ
ス
ト
教
の
修
練
』
p
3-3

2

山
本
啓
量
著

『
原
始
仏
教
の
哲
学
』
p
5
1
-52

3

金
子
大
栄
著

『
教
行
信
証
講
読
』
「教
行
の
巻
」
-
魔
に
就
い

て
-
p

2
9
4

『
教
行
信
証
』

に
あ
ら

わ
れ
た

「
魔
」

の
意
味
 
(
神

戸
)
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